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「稲城市立病院経営強化プラン」の点検・評価

評価：　〇達成　△一部達成　✕未達成

重点課題①　稲城市周辺を含めた医療機関との連携体制の構築

①－１
地域開業医との連携

評　　価

令和7年度の状況

地域の開業医との連携をより密にしていくことは重要で
ある。市立病院の診療内容を伝え、紹介を受けられるよ
うにすると共に、一定の急性期期間を過ぎた患者の逆
紹介を推進し、共存共栄する関係性を構築していく。
具体的には、各診療科が同じ診療科の開業医を訪問、
合同でカンファレンスの実施、逆紹介件数を目標立て
し、逆紹介を行っていく等を行っていく。
なお、この際の地域とは稲城市内に限らず、市立病院と
の連携が可能な周辺市を含めた連携体制構築とする。

地域医療支援病院の取得については、都から一部要
件を満たさないとの指摘があったことから見送ることと
なったが、引き続き、年間で紹介率65%以上、逆紹介
率40%以上の維持を目標として設定した。令和8年2月
までの11ヶ月で紹介率は74.1%、逆紹介率は57.0%とな
り、設定目標及び昨年度実績をさらに上回る結果と
なった。
今年度は、院長、産婦人科部長に加え、消化器外科
部長による開業医訪問の実施や、合同カンファレンス
の実施などにより、高齢者を中心に今後も需要が見込
まれる消化器系疾患患者に係る連携構築を図った。
また、「地域医療支援病院」取得は叶わなかったもの
の、地域の医療介護従事者向け研修会として令和７年
6月から年10回にわたって開催した。

※「地域医療支援病院」
患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましい
という観点から、紹介患者に対する医療提供、医療機
器等の共同利用の実施等を行い、かかりつけ医等へ
の支援を行う病院として、平成9年の医療法改正にお
いて創設（都道府県知事が個別に承認）。

重点課題①　稲城市周辺を含めた医療機関との連携体制の構築

評　　価

令和7年度の状況①－２
後方連携

急性期病院として入院期間における急性期を脱し、在
宅復帰に至らない患者については、回復期病院への転
院が必要になる。しかし、近隣の回復期病院が不足して
おり、転院先探しが難航するケースは多い。後方連携先
との強固な連携のみならず、後方連携先を増やす必要
がある。交通の便の良さを活かし、医療圏に限らずアク
セスのよい回復期病院等との連携構築を目指し、市立
病院における急性期機能病床の確保を行う。

近隣26施設との協力機関協定を基盤に、市内の特別
養護老人ホーム3施設および介護老人保健施設1施
設と診療報酬上の協定を締結し、月1回の定期的な情
報交換会を継続して開催した。これにより、患者情報
の共有を図るとともに、後方連携先との協働体制の維
持・強化に努めた。
　また、入院診療計画書に基づき、後方連携担当の
MSW・看護師が早期に介入することで、退院支援の効
率化と円滑な転院・退院調整を継続して実施した。さ
らに、センター長自らが特別養護老人ホームや介護老
人保健施設等を訪問し関係構築を進めるとともに、地
域で開催される連携会議へ積極的に参加するなど、
顔の見える関係づくりを推進した。
こうした取組により、後方連携先との信頼関係の強化と
退院支援体制の充実を図り、急性期医療を担う病院と
しての機能維持に努めた。
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令和7年度の状況

市民、周辺の医療、介護関係者に向けて、市立病院の
取り組みや特徴を理解してもらうために、広報誌、病院
Webページ等、広報の見直しを行う。

病院を紹介する新しい広報誌hopeを３回発行した。
・第４号…6月発行（CT・MRI、健診センターの紹介）
・第５号…10月発行(慢性腎臓病の教育入院、選定療
養費)
・第６号…2月発行(泌尿器科の紹介、新人看護師イン
タビュー)
また、一昨年ﾘﾆｭｰｱﾙした病院Webページの充実、更
にｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等SNSを活用し、病院からの発信力を強
化し、市内外に当院の魅力をPRすることで集患に努め
た。

重点課題②　稲城市9万3千人から選ばれる病院に

②－１
市民に求められる医療提
供体制

評　　価

令和7年度の状況

稲城市立の病院として、稲城市民の期待に応えていく
病院でなくてはならない。救急医療においては、 少なく
とも 稲城市救急隊からの 救急は断らない体制を構築し
なくてはならない。また、稲城市内の開業医からは、市
立病院で対応可能な診療については紹介して頂けるよ
う、信頼される診療体制の構築と共に診療内容の周知
を図っていく。

稲城市救急隊からの受入れについては、事業管理者
及び院長から病院全体のミッションとして職員へ継続
的に周知し、救急応需体制の強化に取り組んだ。
また、４月より、聖マリアンナ医科大学から受け入れて
いる救急医師を平日毎日配置し、稲城救急からのホッ
トラインを救急医師が直接対応する体制に変更したこ
とにより、救急隊からの平均回答時間を昨年度よりさら
に2分以上短縮することができた。
これらの取組の結果、救急応需件数は増加しており、
2月時点で前年度比210件増となっている。
（救急応需件数：令和7年度2,676件、令和6年度2,466
件、令和5年度2,402件）
　なお、稲城市内の開業医には、｢地域医療連携だよ
り｣などを通じて、診療内容の周知を図り、紹介率の向
上に取り組んだ。

重点課題②　稲城市9万3千人から選ばれる病院に

②－２
市の財産の有効活用

評　　価

令和7年度の状況

貴重な市の財産として市立病院は存在している。建築さ
れた病院は有効的に活用されなければならない。その
ためにはまずは病床利用率を高めることが先決であり、
最低でも70％以上を確保する。
また、市民参加の病院としていくため、市民向け公開講
座や、市民が主体するイベントの会場としても積極的に
提供していく。

令和7年度も病床利用率70%を目標に取り組んだが、
令和8年2月末時点で61.2%(速報値)となっている。
安定的な病院運営のために、救急患者及び紹介患者
の受入れを徹底し、目標達成に向け取り組んでいく。
市民向け公開講座やイベント開催として次の取組を
行った。
・腎臓病教室『そらまめカフェ』（月曜日　３ヶ月毎全６回開催）

・｢健康バンザイ！いなぎ講座｣
　①9/26(金)あなたの腎臓、大丈夫？（講師：腎臓内科部長）
　②1/30(金）あなたのひざ、大丈夫？（講師：整形外科担当部

長）

・10/5(日)『稲城ふれあい保健･医療まつり』　（約1,000

人参加）

・2/28（土）「市民健康教育講座」（稲城市医師会主催　講

師：脳神経内科医師）

・3/14(土)『フレイル予防講座』（ｵｰｴﾝｽと共同、講師：健診セ
ンター長）

重点課題②　稲城市9万3千人から選ばれる病院に

②－３
広報誌、ホームページ
等、広報の見直し

評　　価
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令和7年度は、従来からの医師の働き方改革への対応
に加え、コメディカル職員の宿日直許可について、管
轄の八王子労働基準監督署から助言を受けながら手
続きを進め、全ての部署において宿日直許可を取得
した。
市民まつりのクロージングパレードにおける阿波踊りは
台風の影響により中止となったが、互助会主催による
クリスマスパーティーを開催し、職員間の交流促進に
つながる機会となった。
また、職員福利厚生の向上を目的としてコンビニエン
スストアの誘致を進め、プロポーザル方式による選定
の結果、ファミリーマートが2月25日にオープンした。

③－１
働きに見合った評価と報
酬体系

評　　価

令和7年度の状況

医師を含め、職員には様々な働き方や病院への貢献度
合いの差異がある。多様性を認めつつも、病院のビジョ
ンに貢献している職員には、見合った評価や報酬体系
を整備し、働きがいのある職場環境としていきたい。
具体的には救急搬送患者の応需及び入院医療の受け
入れに対するインセンティブの導入、現行の評価制度
の見直し等、ビジョンへの貢献に対して適切な評価を
行っていく。

救急搬送患者の応需および入院医療の受け入れに
対応する医師・看護師等に対する手当を継続して支
給するとともに、ベースアップ評価料の活用等により、
給与および賞与の改善を実施した。
また、最低賃金改定等の社会的動向を踏まえ、適切な
給与水準の確保に努めている。
厳しい経営環境下にあるものの、病院運営を支える職
員の貢献に報いるべく、働きがいのある職場環境の実
現に向け、必要な見直しを継続している。

重点課題③　働きがいのある職場環境づくり

③－２
専門性を高める研修・教
育の支援体制

評　　価

令和7年度の状況

急性期病院として、様々な急性期医療を担っていくため
に、職員の専門性を高めていくことは必須である。参加
費の負担や通常業務負担軽減等、研修・教育に関する
サポートを従来以上に手厚くする。

厳しい経営環境下においても、職員の専門性向上は
不可欠と考え、特定看護師等の資格取得に要する費
用の補助制度を継続している。
また、研修会・学会等については、当院を代表して発
表者や座長等として参加する場合、追加で1回分の旅
費等を支給している。さらに、告示研修など業務に必
要な研修へ参加する場合には、例外的に旅費等を支
給するなど、研修・教育に関する支援を継続している。

③－３
働きやすさ病院関東公
立病院ナンバー１を目指
す

評　　価

令和7年度の状況

民間の調査会社の結果上位を目指すというわけではな
いが、関東公立病院で最も働きやすい病院であると誇
れるような体制構築を目指す。
教育研修、人事評価、ワークライフバランス、コミュニ
ケーション、雰囲気、経営方針等、職員が自信をもって
働きやすいと感じ、市立病院で働くことに自信をもって
他者に勧められる病院にしていく。

重点課題③　働きがいのある職場環境づくり

重点課題③　働きがいのある職場環境づくり
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